
●16．子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち（施策目標16）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

拡充 学校教育部 児童生徒支援室 【〇】B 当初

事業の拡大に当たっては、
モデル校での取り組みを検
証し、再度協議を行うこ
と。

子どもの通学路の安全確保を図り、防犯・防災意識を
向上するため、警察などの関係機関と連携しながら通
学路の安全対策を進めるとともに、学校園において子
どもへの安全教育に取り組む。

【拡充（令和2年度当初）】
登下校の見守りサービス（民間事業者が提供）を活用
することにより、登下校時における子どもたちの安全
性向上等をめざす。児童・生徒が見守り端末を携帯す
ることで、位置情報履歴の確認が可能となる。

モデル事業及び効果測定の実
施。

→推進 →推進 →推進

※査定結果について
【○】Ａ　概ね事業内容のとおり承認するもの。
【○】Ｂ　事業内容等についての一部修正など、条件付きで承認するもの。
【庁内協議】Ｃ　担当課において、課題等を調整し、事業案について関係部課との庁内協議を行ったうえで事業承認の可否を検討するもの。

※事業の内容については担当課へ、査定については企画課へお問い合わせください。

【関連情報】

※第1期実行計画＜平成28年度～平成31年度＞はこちらから

※【確定】査定結果及び事業内容

＜取り組みの方向＞
(1)義務教育9年間を見通した小中一貫教育を推進するとともに、正確に理解・表現するための言語能力や思考力の育成、国際化に対応した英語によるコミュニケーション能力の育成などにより、子どもの確かな学力の定着を図ります。
(2)充実した教職員研修等を通じて、高い指導力と意欲を持つ教職員の育成を図ります。
(3)学校・家庭・地域が連携しながら、子どもの社会性や思いやりの心など、豊かな人間性を育むとともに、健やかな身体を育成する取り組みを進めます。
(4)学校・家庭・地域・関係機関が連携を図りながら、いじめの未然防止や早期発見を図るとともに、不登校の子どもへの支援に取り組みます。
(5)子どもたちの安全確保を図るため、保護者・地域・学校などが連携し、子どもが安全に安心して学べる環境づくりを進めます。
(6)安全で快適に学習できる環境を確保するため、老朽化した学校施設の更新や改修、学校規模等の適正化を図るなど、教育環境の向上を図ります。
(7)障害のある子どもたちの状況に応じた支援教育の充実を図り、「ともに学び、ともに育つ」教育の充実を図ります。

概要
具体的な取り組み

※「第5次枚方市総合計画」はこちらから

事業名
事業
区分

担当部名 担当課名 査定結果 査定説明
事業の内容 概算事業費（千円）

予算計上時期

通学路等安全対策事業 93,184

※組織一覧（問い合わせ先）はこちらから

※各室部局の予算要求や予算査定状況はこちらから

実行計画　事業（案）一覧　　　　　　　都市経営会議（令和2年2月7日開催分）

令和2～5年度

1　　　　　

http://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/kikaku/jikkoukeikaku.html
http://www.city.hirakata.osaka.jp/0000007699.html
http://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/
http://www.city.hirakata.osaka.jp/0000000267.html

